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5 ) 樋 口 昭子， 中 丸勝人， 中西拓郎， 久世照五，
伊藤祐輔 : 本学手術部に お け る 余剰麻酔ガス 排除装
置の検討， 第27 回 日 本麻酔学会 北陸地方会， 1979 
1 2 ， 金沢 .

6 ) 増 田 明， 中 西拓郎， 田 辺 隆一， 海木玄郷，
佐藤祐次， 久世照五， 伊藤祐輔， 樋 口 昭子 : 高度低
栄養に 伴 っ た 心不全患者の術後管理の 1 例， 第27 回
日 本麻酔学会北陸地方会， 1979 . 12 ， 金沢.

7 ) 海木玄郷， 増 田 明， 佐藤祐次， 久世照五，
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17 ) 桜 川 信 男 OK-432 ( ピ シ パニール) の凝固 系

に 及ぼす作用， 第21 回 日 本 臨床血液学会， 1979 司 10 ，
札幌.
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f actor 4 と の 関連， 第26 回 日 本臨床病理学会， 1979 . 
10 ， 東京.
19 )  桜J I I 信 男 Active prothrombin complex (FEI 
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。 研究概要
本室は 中 国 お よ び 日 本 に 発達 し た伝統医学であ る

和漢薬 を 用 い た 治療体系 ( い わ ゆ る 漢方 ) の 臨床効
果， 作用機序等 を 科学的に研究 し よ う と す る わが国
で初の 臨床研究機関 であ る 。

研究課題の 第 1 点は， 現代医学で難治 と さ れて い
る 疾患 あ る い は病態に どれほ ど の 応用価値があ る か
を 検討す る こ と で， 各診療科の専 門 家 と 協 同 し て 臨
床研究 を 推進す る .

第二点は， 漢方治療に 用 い ら れ る 薬物 ( 天産物お
よ びそ の 中 の有効成分 ) の 臨床効果の検定であ る 。
こ の研究は 主 と し て 本学の和漢薬研究所 と の連繋の
も と に 今後展開 さ れて い く も の で あ る .

第三点は， い わ ゆ る 漢方医学の独特の診断法， 病
理観の現代科学的解明 であ り ， そ の 妥当性の有無に
つ い て 検討 を 加 え ， 和漢薬の 臨床応用 を よ り 安全で、
確実な も の に し て行 く 努 力 であ る 。 こ の面 での研究
は 中 央検査部， 薬剤部 と 協 同 し て 作業 を 進め る .

本学の建学の理念は 医学な ら びに 薬学の協調の上
に 共同研究教育体制 を 確立す る こ と に あ る が， 本室
が建学の理念 を 具体的 に 遂行す る 特色 あ る 臨床研究
機関 と し て 育 ち た い と 考 え て い る .
。 原 著

Terasawa K.，Otani K. and Yamada J. : Descending 
Pathways of the Nucleus of the 匂tic Tract in the Rat. 
Brain Research 1 73 : 405 -417 ， 1979 . 
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。 研究概要
生活環境 と し て の 手術室に 関す る 研究 :
手術 と い う 人為的外力 に よ っ て 患者の病態 を 治癒

せ し め よ う と す る 手術室の 目 的遂行の た め に ， 手術
室に は 無菌 ( 清潔 ) ， 無痛 ( 麻酔) ， 及 び安全性の確
保の各要素が強 〈 要求 さ れ る 特殊 な生活環境であ る 。
手術部内 の 清潔度 を 高め こ れ を 維持す る こ と ， 麻酔
余剰 方、ス の有効 な排除方法の 開発， 酸素 ・ 笑気 ・ 窒
素 な ど高圧 力、ス の配管管理等の研究 を 行 い， こ の特
殊環境で働 く 外科医， 麻酔医， 看護婦及 び手術部 ス
タ ッ フ の健康管理に 資す る こ と を 目 標 と し て い る .

0 学会報告
1 ) 樋 口 昭子， 村木 進， 増 田 明， 市 川 高夫，

松木美智子 : プ ロ リ タ ーゼ欠損症の麻酔経験， 第 四
回 日 本麻酔学会 関東 ・ 甲 信越地方会， 1979 ， 1 1 ， 
東 京 .

2) 丸 山正則， 樋 口 昭子， 松木美智子， 羽 柴正夫 :
Venous outflow 法に よ る 脳 血 流量測定法の問題点
H2 Clearance 法 と の比較 ， 第四 回 日 本麻酔学会 関
東 ・ 甲信越地方会， 1979 ， 1 1 ， 東京 .

3 ) 内 藤笑 美子， 栗林秀樹， 樋 口 昭子， 田 野雅美，
下地恒毅 : 脳エ ネ ル ギ一代謝及ぴ環状 ヌ ク レ オ チ ド
に 及ぽす低体温の影響， 第19回 日 本麻酔学会 関東
甲 信越地方会， 1979 ， 1 1 ， 東京.


